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■一般会計の執行状況

■市税の状況（滞納繰越分を含む）

区　分 予算現額 収入済額 収入率
市民税 57億3,514万円 26億4,675万円 46.1%
固定資産税 73億5,688万円 50億2,946万円 68.4%
軽自動車税 3億825万円 2億8,255万円 91.7%
市たばこ税 6億9,710万円 2億8,474万円 40.8%
鉱産税 5万円 2万円 40.0%
都市計画税 3万円 4万円 133.3%
入湯税 6,329万円 2,961万円 46.8%
合計 141億6,074万円 82億7,317万円 58.4%

■市債・企業債残高

会計名 現在高
一般会計 522 億円
特別会計 166 億円
企業会計 172 億円
合　　計 860 億円

■一時借入金はありません。

■特別会計の執行状況

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険事業 117 億 1,801 万円 41億 5,512 万円 35.5% 50億 4,640 万円 43.1%
住宅新築資金等貸付 1 億 840万円 858万円 7.9% 9,999 万円 92.2%
駐車場事業 3,674 万円 1,856 万円 50.5% 832万円 22.6%
介護保険事業 109 億 2,893 万円 44億 6,133 万円 40.8% 40億 8,817 万円 37.4%
農業集落排水事業 14 億 5,237 万円 4億 7,084 万円 32.4% 5億 1,439 万円 35.4%
公共下水道事業 9 億 4,826 万円 4億 3,224 万円 45.6% 3億 2,632 万円 34.4%
浄化槽事業 2,379 万円 1,198 万円 50.4% 708万円 29.8%
サービスエリア 1,403 万円 654万円 46.6% 331万円 23.6%
後期高齢者医療 11 億 662万円 3億 165万円 27.3% 3億 8,311 万円 34.6%
島ヶ原財産区 2,791 万円 187万円 6.7% 559万円 20.0%
大山田財産区 1,251 万円 1,317 万円 105.3% 30万円 2.4%

合　計 263 億 7,757 万円 98億 8,188 万円 37.5% 104億 8,298 万円 39.7%

　市の財政状況を皆さんに知っていただくため、予算
に対する歳入・歳出の執行状況などを報告します。
　平成 28年度上半期（４～９月）の予算執行状況（９
月 30日現在）について、お知らせします。
※表示単位未満を四捨五入していますので、予算書の
　金額（千円単位）と一致していない場合があります。

区　分 予算現額 収入済額 収入率
市　税 141億6,074万円 82億7,317万円 58.4%
地方譲与税 5億2,757万円 1億5,455万円 29.3%
地方消費税
交付金 17億8,521万円 9億4,943万円 53.2%

地方交付税 103億5,828万円 70億7,571万円 68.3%
分担金及び
負担金 7億5,546万円 2億1,998万円 29.1%

使用料及び
手数料 5億1,262万円 2億8,091万円 54.8%

国庫支出金 50億6,884万円 17億5,279万円 34.6%
県支出金 25億9,241万円 4億4,860万円 17.3%
財産収入 1億2,771万円 2,762万円 21.6%
寄附金 1,830万円 1,017万円 55.6%
繰入金 9億8,396万円 0円 0.0%
繰越金 13億6,898万円 13億6,898万円 100.0%
諸収入 5億3,624万円 1億5,107万円 28.2%
市　債 80億2,946万円 0円 0.0%
その他の
交付金 5億8,380万円 1億8,567万円 31.8%

合　計 474億958万円 208億9,865万円 44.1%

【歳　入】

区　分 予算現額 支出済額 執行率
議会費 3億805万円 1億4,236万円 46.2%
総務費 96億4,786万円 23億4,020万円 24.3%
民生費 141 億 3,217 万円 52億7,903万円 37.4%
衛生費 42億4,452万円 13億6,249万円 32.1%
労働費 7,176万円 6,110万円 85.1%
農林業費 18億8,844万円 8億2,819万円 43.9%
商工費 7億7,386万円 2億6,890万円 34.7%
土木費 32億3,513万円 10億7,387万円 33.2%
消防費 25億1,896万円 13億3,968万円 53.2%
教育費 35億9,469万円 11億7,301万円 32.6%

災害復旧費 2億7,502万円 1,443万円 5.2%
公債費 66億8,912万円 33億6,428万円 50.3%
予備費 3,000万円 0円 0.0%
合　計 474億958万円 172億4,754万円 36.4%

【歳　出】

伊賀市の予算執行状況を
報告します

－平成28年度上半期の財政状況－
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

　

旧
上
野
市
議
会

議
員
・
伊
賀
市
議

会
議
員
と
し
て
永

き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
上
野
市
議
会
で
は
、
副
議
長
、
建

設
水
道
常
任
委
員
長
、
市
街
地
特
別
委
員
長
、

総
務
財
政
常
任
委
員
長
を
、伊
賀
市
議
会
で
は
、

議
長
、
川
上
ダ
ム
・
下
水
道
対
策
特
別
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
域

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
阿
山
町
議
会

議
員
・
伊
賀
市
議

会
議
員
と
し
て
永

き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
伊
賀
市
議
会
で
は
議
長
、
産
業

建
設
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
と
地
域
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
上
野
市
・
伊

賀
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
の
会

長
・
副
会
長
を
20

年
余
り
に
わ
た
り

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
投
票
率
の
向

上
と
選
挙
違
反
の
防
止
な
ど
の
た
め
、
啓
発

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
田
町
地
区
自
治
会
長
や
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
も
永
き
に
わ
た
り
活

躍
さ
れ
、
地
域
の
発
展
や
福
祉
の
向
上
、
交

通
事
故
防
止
、
犯
罪
の
予
防
な
ど
、
地
域
の

安
全
・
安
心
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員

の
代
表
委
員
と
し

て
永
き
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
社
会

市
政
功
労
賞
・
善
行
賞
受
賞
者

【
市
政
功
労
賞
】

　
市
の
公
益
増
進
や
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
市
政
功
労
賞

と
奉
仕
活
動
や
善
行
の
あ
っ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
善
行
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。
市
制
施
行
12
周
年
を
迎
え
る
11
月
１
日
に
表
彰
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
小こ

丸ま
る

　
勍た

け
司し

さ
ん
（
上
野
桑
町
）

　
今い

ま
井い

　
由よ

し
輝て

る
さ
ん
（
槙
山
）

　
上か

み
出で

　
通み

ち
雄お

さ
ん
（
千
歳
）

　
坂さ

か
口ぐ

ち
　
一か

ず
昌ま

さ
さ
ん
（
西
之
澤
）

【
善
行
賞
】

　
保や

す
田だ

　
信の

ぶ
治は

る
さ
ん
（
小
田
町
）

　
中な

か
森も

り
　
德の

り
之ゆ

き
さ
ん
（
山
畑
）

　
依
那
古
体
験
隊
（
沖
）

教
育
委
員
間
の
連
携
を
図
り
組
織
改
革
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
を
務
め

る
「
上
野
生
涯
学
習
推
進
会
議
」
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
関
す
る
各

種
事
業
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
社
会
教
育

の
推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
教
育
活
動
は
他

の
社
会
教
育
委
員
の
模
範
と
な
り
、
そ
の
功

績
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
す
。

　

交
通
量
が
大
変

多
い
名
阪
国
道
壬

生
野
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
西
付
近
に

お
け
る
壬
生
野
小

学
校
西
之
澤
地
区
児
童
の
集
団
登
校
の
付

き
添
い
を
平
成
20
年
４
月
か
ら
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
雨
の
日
も
雪
の
舞
う
日
も
、
自
身
の
都
合

が
付
く
限
り
欠
か
さ
ず
子
ど
も
た
ち
と
共

に
歩
い
て
交
通
事
故
の
被
害
か
ら
守
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
体
調
不
良
の
子
ど

も
が
い
れ
ば
自
ら
家
庭
や
学
校
に
連
絡
す

る
な
ど
、
地
区
の
保
護
者
と
学
校
の
連
携
に

努
め
、
地
域
安
全
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
16
年
の
山

畑
区
長
就
任
を
機

に
、
年
々
荒
れ
て

い
た
県
道
２
号
線

の
分
岐
点
か
ら
山

畑
方
面
に
か
け
て
の
約
８
０
０
ｍ
の
歩
道

を
、
主
に
子
ど
も
た
ち
の
通
学
環
境
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
除
草
作
業
や
土
砂

の
除
去
、
道
路
の
ご
み
拾
い
な
ど
を
12
年
間

に
わ
た
り
、
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
活
動
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た

姿
は
周
辺
地
域
の
住
民
の
美
化
活
動
に
も

影
響
を
与
え
て
お
り
、
き
れ
い
な
通
学
路
の

維
持
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
12
年
に
依
那

古
小
学
校
の
保
護
者

の
有
志
が
集
ま
り
発

足
し
、
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
子
ど
も
の
健

全
育
成
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

川
下
り
や
登
山
な
ど
の
体
験
学
習
で
自

然
を
大
切
に
す
る
心
や
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
活
動
を
行
う
一
方
で
、
手
作

り
の
案か

か

し
山
子
を
伊
賀
線
沿
線
に
設
置
し
て

伊
賀
線
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
で
先
駆
的
な
活

動
を
行
う
団
体
で
す
。


